（川原田　質問）

６．王子動物園について

近年、幼児や児童への虐待のニュースが頻繁に流れ、誰もが心を痛めており、あとを絶たない悲しい状況にある。

かつての児童養護施設は両親がいない子供たちが多かったが、現在は両親はいるが、虐待を受けていて、心に深い傷を負って入所する子供が増えている。

王子動物園は、神戸及び周辺地域の子供たちが初めていろいろな動物に出会える貴重な「ふれあいの場」を提供してきており、最近、その一環として、動物と直接ふれあうことができる、「ふれあい広場」が持たれ、小さい子供さんや高齢者に非常に人気が高いと聞く。

すばらしい企画でもあり、ぜひ、家庭センターや養護施設の子供さんたちにも「ふれあい広場」への招待という形で動物にふれあう機会を作ってあげてはどうか。

（神戸市回答　建設局）

平成３年度に開設したこどもの国では、ヤギ、ヒツジ、アヒル、ニワトリなどの小動物を放し飼いにし、入園者が自由に触り観察することができる「ふれあい広場」になっている。さらに、時間を定めてウサギ、モルモットなどを入園者に抱いたり撫でたりしてもらうことができる「ふれあいコーナー」を設けている。この「ふれあいコーナー」は、動物に触れることにより、動物の温もりや鼓動を感じてもらい、動物に対するいたわりや愛情を育むことを目的としている。

「ふれあいコーナー」は開設以来、土・日、祝日などには順番待ちの行列ができるほど人気があり、平日は主に小学校や幼稚園・保育所、福祉施設などの団体の利用が多く、予約も受け入れている。老人福祉施設の方々からは、無表情なお年寄りの顔に笑顔が戻るなど大変好評を得ている。また、土・日、祝日は家族連れの方を中心に利用されており、平成14年度「ふれあいコーナー」の総利用者数は約12万人となっていて、これは、動物園入園者124万人の約１割に相当する。このコーナーは、できるだけ多くの入園者がふれあえるよう実施しているが、動物への負担も考慮する必要があり、１日中、同じ動物を抱かせるなどふれあいに使うわけにもいかず、動物を交代して午前2回、午後2回の4回に分けて実施している。

動物園の入園料は、ご承知のように６５歳以上の高齢者や小学生以下は無料としており大変利用しやすくなっている。さらに、児童養護施設についても動物園の社会教育施設としての性格から、障害者施設などと同様に引率者を含め入園料を全額免除し無料扱いとなっているのでどんどん利用していただきたい。

今後とも、さらに福祉施設へのＰＲも積極的に行い、教育支援事業としての利用促進につなげたいと考えている。
